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愛知県安城市の水田のミジンコ相

要　　約

愛知県西三河地方の安城市で，水田に発生するミジンコ相についての調査を行い，結果として3科7属10

種を観察した．中でも多かったのは，タマミジンコ属の2種で多くの地域で見つけることができた．また，
今回観察されたタマミジンコ属の1種は，本報告の中ではホソタマミジンコとして扱ったが，今後分類上の
検討が必要であろう．また，オカメミジンコ属の種やケブカミジンコも，比較的環境が安定していると考
えられる一部の水田で記録された．

Brnchiopoda in the paddy field in Anjou-shi, Aichi Prefecture

小鹿　亨
Tôru OJIKA

安城市は愛知県のほぼ中央部に位置し，岡崎平野の西
部に位置している．その土地はほとんどが平坦で，住宅
地や工場，水田や耕作地が広がっている．現在，安城市
内である程度まとまった陸水としては，市の東側を流れ
る矢作川と鹿乗川・朝鮮川・半場川・長田川などの二級
河川，碧南市との境界にある油ヶ淵ぐらいである．この
ような地域にとって田植えの前後の4月から5月のころか
ら水が入って一時的な陸水となる水田は，三河地方の平
野部を特徴づける重要な陸水環境になっている．
矢作川の流域には多くの水田が存在しているが，こう

した環境にはミジンコ類をはじめとした小型の甲殻類が
多量に発生する．しかしながら，このような鰓脚類につ
いては，水田およびその周囲の生態系を支える重要な位置
づけをもっているにもかかわらず，ホウネンエビやカブト
エビなどの大型の種をふくめ，具体的な出現種やその生
態について，まとまった記録・報告はきわめて乏しい．
筆者は，安城市の市史編さん事業にかかわる調査活動

の中で，安城市内の動物性プランクトン相について報告
をしてきた（小鹿，2002，2003a，2003b）．さらに，安
城市内の水田についても調査活動を実施しており，ここ
では，それら水田のサンプルの中から観察された結果に
もとづいて，西三河地方の水田に生息する鰓脚類のファ
ウナの一例として報告するものである．

調査方法

地図に示すような場所で，田植えの前後の水が入った
水田を主なフィールドとして調査を行った．サンプルの
採集にあたっては，水田はあまりに水深が浅くて，プラ
ンクトンネットを通常のように引けないので，熱帯魚等
の水槽用もすくい網を使用して水の中をすくい取り，バ
ケツに貯めた水の中で網にかかったものを洗うようして，
数回程度繰り返した後にプランクトンネットで濾し取る
ことで濃縮した．得られたサンプルは，可能な限りホル
マリンで固定して中栓付きの瓶に入れて持ち帰った．
観察にあたっては，スライドグラスの周囲に幅約3mm

ぐらいに切ったビニールテープを貼り付けて浅いプール
を作り，これにサンプルを入れて，24mm×60mmの大形
カバーグラスをかけ，光学顕微鏡で40倍～400倍の倍率
で観察した．また，必要に応じてデジタルカメラ
（Canon PowerShot S45）を使って，ミジンコ類の顕微鏡
写真の撮影を行った．
調査期間は，2003年4月から8月で，水が入った状態の

水田で調査を行った．

はじめに 調査概要

キーワード：ミジンコ，ファウナ，水田の生物，安城市
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調査場所

A：安城市今池町上倉　2003.6.4

名鉄新安城駅と北安城駅の間の名鉄西尾線の東側に広
がる水田地帯である．この周辺の農業排水を集めている
上倉用悪水の近く．
B：安城市大東町　2003.5.31

県立安城農林高等学校の近くの水田地帯で，近くには
農林高校の実習用の農場や施設や住宅地が広がってい
る．水路にはマルタニシやヒメタニシなどの巻き貝が見
られる．
C：安城市百石町大北　2003.6.1

県立安城高等学校の西側に広がる広い水田地帯．
D：安城市桜井町雨池　2003.6.7

県立安城南高等学校の西側に広がる広い水田地帯．粘
土の一時置き場の山が近くにある．
E：安城市石井町高井　2003.6.7

水田地帯であるが，ビニールハウスなどが周辺に多く
見られる．
F：安城市赤松町的場　2003.6.1

二級河川半場川の右岸にある洪積台地の下部に位置す
る水田．近くに湧水があるようで冬季にも乾くことがな
く湿っている．近くに林や畑などがある．
G：安城市和泉町七つ田　2003.4.27（G1） 2003.6.13

（G2） 2003.6.22（G3）
洪積台地の林と半場川の堤防の間に位置する水田．ボ

ルボックスの1種が大発生していた．近くの水路には，

チリメンカワニナやマルタニシが生息しており，初夏に
はヘイケボタルが発生する．
H：安城市和泉町大北　2003.6.7

洪積台地の下部，水面には多数のウキクサ類に混じっ
てイチョウウキゴケが多く見られ，水中にはアミミドロ
が多く見られた．湧水の水が入っており，周辺には昆虫
のヒメタイコウチが生息している．台地の上には市立養
護老人ホームがある．
I：安城市和泉町北梶周辺　2003.6.22

半場川左岸の洪積台地上にあり，テーマパーク「デン
パーク」の南側に位置する水田．

各調査地点の出現種については，表1に示すとおりで
ある．出現したミジンコ類は，3科7属10種であった．
今回の調査の中で観察されたミジンコ類について，以

下に目録に若干の解説を加えて示す．種の配列について
は，田中正明（2002）に従った．また，田中晋（1999）
に見られるように，タマミジンコ属をタマミジンコ科と
して扱う場合もあるが，本報告では従来どおり，ミジン
コ科の1属として扱っている．

安城市の水田で観察された鰓脚類

各種の解説の最後に，観察されたサンプルを示した．
記号は各調査地に対応している．

鰓脚亜綱　Subclass BRANCHIOPODA

ミジンコ科　DAPHNIIDAE

ミジンコ属　Genus Daphnia

1 ミジンコ Daphnia pulex LEYDIG,1860 写真：12・13

雌の体長は約1.0～2.0mm．次種と比べても，頭部前縁
はえぐれており，吻が鋭く尖っている．後腹部先端の尾
爪の根元には，明瞭な櫛状の数本の刺列（写真13）があ
る．本種はかつての小・中学校の理科の教科書に水中の
微小な生物の代表種として掲載されるなど，もっともよ
く知られた鰓脚類の1種で，普通種であると思われがち
だが，実際にはあまり多いものではなく，西三河地方の
平野部においてはむしろ稀な種である．今回の調査でも
今池町上倉の水田のみで得られたが数が少なく，雄個体
は観察できなかった．
（採集地）：A

2 タイリクミジンコ Daphnia similis CLAUS,1876 写真
：16・17・19

体長が雌で1.7～2.5mm，雄で1.3～1.6mm前後もある大
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形のミジンコである．前種に比べて頭部の側面から見る
と，複眼は中央部に位置している．前種のように頭部の
前縁部の輪郭はえぐれていない．なお，単眼はとても小
さい．甲殻表面には斜めに交わる格子状の模様が観察さ
れ，後端部には比較的長い殻刺がある．また，背面から
殻刺にかけてはたくさんの刺状突起を備えている．
雄個体（写真16）は，頭部前方に飛び出した第1触角

とその先に付く刺が目立つ．さらに，後腹部下面はＤ.

maguna STRAUS,1820を思わせるような，波状の形をして
いる．
Ｄaphinia 属にしばしば見られる尖頭型は，本種では

未成熟な個体の中に多く観察された．背部の育嚢に卵や
発生途中の幼生を持っている大形で個体の中には，尖頭
型は観察されなかった．
今池町上倉と大東町の県立安城農林高校周辺の水田で

見つかった．
（採集地）：A B

オカメミジンコ属　Genus Simocephalus

3 トゲオカメミジンコ Simocephalus exspinosus

（KOCH,1841）図2－3 写真：21・22

沿岸性の大型のミジンコで2.0～3.0mmほどもあり，後
方に広がった形状の甲殻を持ち，甲殻に刺はない．大型
の老熟した単為生殖雌（図2－3）では，しばしば後縁部
中央が突出した形になることがある．また，後背部には，
短い刺状の突起が何本かつく．本属のミジンコは大柄な
体に対して，頭部が比較的小さいのが特徴である．田中

晋（1998）では「ほぼ直線的」と表現されているが，矢
作川の河川敷のものも含めて筆者が観察した当地方産の
個体は，頭部側面観は前縁部がふくらみをもってゆるく
カーブしている．複眼は頭頂部付近にあり，単眼は小さ
な菱形か点状である．単為生殖雌は特に大きくなり，全
体としてやや褐色を帯びている．また，大形個体の甲殻
の表面は，腹縁部などを除いて平行した細い線状の殻紋
が全体を覆っている．第1触角はとても短く，雌個体で
は1本の剛毛があり，この付近がもっとも太くなってい
る．
雄個体はかなり小型で，未成熟の雌によく似ているが，
雌は第1触角上面の剛毛が1本であるのに対して，雄では
剛毛が2本あることで区別ができる．
次種オカメミジンコS. vetulusによく似ているうえしば

しば混生するため，とても紛らわしいが，本種では頭部
の前縁部の輪郭がやや曲線的であることと，単眼がとて
も小さく点状になること，尾爪の付け根に櫛状の刺列
（写真22）があることなどから区別が可能である．
赤松町で少ないながら観察された．安城市村高町から

小川町にいたる矢作川河川敷のワンドでは多産するが，
水田環境ではとても少ないようである．
（採集地）：F

4 オカメミジンコ Simocephalus vetulus （O.F.ＭÜLLER,

1776）図1－1～4, 図2－1～2 写真：14・15・18・20

前種と同じように沿岸性の大型ミジンコで単為生殖雌
で体長2～2.5mm，甲殻に殻刺を欠く．頭部は比較的小
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さく，単眼は線状あるいは変形した菱形，点状のものま
で変異が大きい．甲殻は後方に開いた形状をしており，
特に老熟した単為生殖雌（図1－1・3, 写真14）ではこの
傾向が強く，甲殻の後方が大きく発達して中には後縁部
中央が突出した形になる個体もある．有性生殖雌（図
1－2, 写真18）は大きな掩卵殻（写真15）を持っており，
背部はすっきりしたシルエットに対して，腹側がふくら
んだ形状をしている．掩卵殻の表面は網目状の模様で覆
われ，腹側の平行線を主体とした殻紋とはっきりと異な
っている．単為生殖雌はより大形になり，中には甲殻の
後方がやや飛び出した形になる個体（図1－3, 写真14）
もしばしば観察される．こうした傾向のものを，田中正
明（2002）のように，別種オオオカメミジンコS. vetuloides

（SARS,1898）とする場合もあるが，突出していないもの
（図1－1）との間の変異は連続的であるように思われ，
ここではすべてオカメミジンコS. vetulus として扱った．
甲殻の腹縁部には羽状の剛毛列があり，後方から3～4

本がより太く短い刺になっている．後腹部には長大な尾
爪があるが，その下面根元に櫛状刺列を欠き，微細な刺
状列のみが先端付近まで続く．肛門周辺の刺は9本前後
見られ，尾爪近くのものが最大で少しずつ小さくなる．
これらの肛門刺は独特の曲線を描いて曲がっている．前
種と同じように，大形個体では，甲殻の腹縁などを除き，
表面には平行した線条の殻紋が見られる．
雄個体（図2－2, 写真20）は体長が1～1.5mm程で，形

態は未成熟雌にとてもよく似ていて紛らわしいが，単眼
は雌のそれに比べてやや太く，側面から見ると涙型をし
ている．また，第1触角は短く，先端部数本の感覚毛と
上面に雌個体では1本の剛毛があるが，雄では先端によ
ってもう1本の剛毛があり，あわせて2本の剛毛を持つ
（図2－1）．通常は触角の根元側のものの方がより長い．
前種トゲオカメミジンコS. exspinosusと外観が酷似し

ているが，本種の頭部の側面観は，前面の輪郭が直線的
であることや単眼が細長い形状をしていること，尾爪の
根元に櫛状刺列を欠くことなどで区別することができる．
今回の調査では，半場川右岸の水田からのみ見つかっ

た．特に赤松町の水田では多くの個体を観察できたが，
他の地域の水田では少なかった．本種は矢作川中流域の
河川敷のワンドでは秋季に多く見られる．
（採集地）：F  H  G3

タマミジンコ属　Genus Moina

5 タマミジンコ Ｍoina macrocopa（STRAUS,1820） 写
真：4・7・11

本種の頭部は丸く後方には凹みがない．またMoina属

は国内のミジンコの仲間では単眼を欠く少数派のグルー
プである．複眼は側面から見たときあまり前方に偏在し
ない．雌（写真7）は体長が0.8～1.3mmで，中央部がや
や太い棒状の第1触角を持ち，表面には細かな刺が環状
に取り囲んでいる．後腹部末端には，それぞれ1対の尾
爪と1対の叉状肛刺（鋏状の刺），そしてそれらに続く羽
状肛刺と呼ばれる刺列を側面に7～11本程度備えている．
この叉状肛刺と羽状肛刺はMoina属の大きな特徴の一つ
である．尾爪には櫛状刺列を欠き，先端に向けて微刺剛
毛列がある．
雄個体（写真11）は体長が0.5～0.9mm．ミジンコの仲

間には，発生期のほとんどを単為生殖で殖えているもの
が多く，雄は発生期の終わりころに，有性生殖をして耐
久卵をつくるために出現する場合が多いが，本種をはじ
めタマミジンコの仲間では，発生期間中もよく雄が観察
される．タマミジンコ属の雄は交尾に際して雌を把握す
るため，やや湾曲した長大な第1触角を備えており，側
面観はゾウを連想させるような姿をしている．この第1

触角の途中にある剛毛の位置が種ごとに異なり，タマミ
ジンコ属の雄において，その種を特定する大きな特徴に
なっている．なお，本種ではこの剛毛は第1触角上の中
央近くにある．
本種は全国に分布する普通種で，春から初夏にかけて

の水田環境では，もっとも普通に出現するミジンコの一
種と考えられる．今回の調査でも，多くのポイントから
観察された．
（採集地）：A  B  C  D  E  F  G1  H  I

6 ホソタマミジンコ Moina rectirostris（LEYDIG,1860）
図3－1～4 写真：1－3・5・6

雌の体長は単為生殖雌（図3－3, 写真6）でおよそ0.6～
1.1mm，甲殻は頭部と胴部の区切りが比較的明瞭で腹縁
部には剛毛列がある．第1触角は棒状，先端部に感覚毛
の束と途中にやや長い剛毛がある．また，表面は先端部
に向けて，多数の微小な刺が管状に覆っている．40倍の
対物レンズを使って観察すると，微小な刺とは別に側面
にやや長い細毛の列が観察できる．
有性生殖雌（図3－2, 写真1）は背中側に耐久卵を1個

持っているが，その外側にある掩卵殻（写真5）は表面
は細かい一見泡状の彫刻で覆われている．有性生殖雌と
無性生殖雌が同じサンプルの中に観察されることも多い
が，後者に比べると背面の突出の度合いが少ないことと，
前述の耐久卵と掩卵殻の模様があるために，背部の中央
に大きな黒点があるように見え，低倍率での観察でも判
別しやすい．



103

愛知県安城市の水田のミジンコ相

前種タマミジンコＭ. macrocopa と混生している場合が
多くて紛らわしいが，次の特徴においてタマミジンコと
は区別ができる．まず，雌の頭部は丸く大きく，側面か
ら見ると後方がややくぼみを生ずる傾向があり，複眼は
やや前方に寄ってつく．後腹部（図3－4, 写真3）の先端
の尾爪の根元には明瞭な櫛状刺列がある．後腹部の羽状
肛刺は7～16本と本数に変異が多いが，全体に10本以上
を持つ個体の割合が高い．なお，油ヶ淵産のスカシタマ
ミジンコとして報告した（小鹿, 2002）Moina 属の1種で
は，しばしばその数が左右で異なることが知られており，
このホソタマミジンコについても，右列と左列の肛刺の
数が異なる個体が少なからず観察された．田中晋（1999）
のように，タマミジンコ属の羽状肛刺の数には変異が多
いことから，ホソタマミジンコをスカシタマミジンコ
M.micrura KURZ,1874の変異の範囲として扱う考えもある．
しかし，油ヶ淵産のスカシタマミジンコと考えられるも
のは，羽状肛刺が少ないものでは3本程度しかないものも
出現することもあり，ここでは別種として扱う．
雄の体長は0.5～0.8mm程度で，頭部は雌に比べて小さ

く丸みが乏しい．第1触角はとても大きく，根元から全
長の6分の1程度の位置に2本の剛毛あり，先端にフック
状の突起物と感覚毛が見られる．雄の外観（図3－1, 写
真 2）はワイズマンタマミジンコMoina weismanni

ISIKAWA,1896にも似ているが，田中晋（1999）によれば，
羽状肛刺が7～9個であること，頭部と甲殻の表面に粗い
長い毛があることや後腹部の尾爪の根元に櫛状刺列があ
ることなどを特徴としている．しかし，この調査で得ら
れたものは，肛刺の数がより多いうえに，甲殻の表面に
粗い長い毛は認められず，これも完全な一致を見ない．
本種は，安城市の水田環境においてもっとも普通に観

察できるミジンコの仲間と考えられるが，各部の特徴は，
これまで報告されたタマミジンコ属の特徴に部分的には
合致するものの完全には一致しない．今回はホソタマミ
ジンコとしてあつかっているが，いずれ分類的な位置づ
けを検討されるべきものであろう．
（採集地）：A  B  C  D  E  F  G1  G2  G3  H  I

アオムキミジンコ属 Genus Scapholeberis

7 タイリクアオムキミジンコ Scapholeberis kingi SARS,

1903 写真：8

小形のミジンコで，雌の体長が0.6～1.1mm．採集され
たサンプルの中では黒っぽく肉眼でも観察される．光学
顕微鏡で観察すると，全体的に濃い褐色に見える．頭部
の前面はややえぐれて，吻がやや飛び出している．複眼
は比較的大きく頭頂部側よりにつき，単眼はこれに比べ

て小さくあまり目立たない．殻の前縁末端には1対の刺
がある．甲殻の後端に平行した数本の縞模様が観察され
る個体が多く，これが同属のアオムキミジンコ
Scapholeberis mucronata O.F.ＭÜLLER,1785との重要な区別
点である．今回の調査における一連のサンプル中に観察
されたのは，すべてタイリクアオムキミジンコで，アオ
ムキミジンコは見つからなかった．今回の調査では雄を
観察できなかった．
本種は湖沼などでは，きわめて普通に観察される種で

ある．今回の調査でも，多くの水田で観察されたものの，
和泉町大北で比較的多く個体を観察することができた以
外は，個体数はどこの調査地点でもあまり多くなかった．
（採集地）：A  B  D  F  G3  H

ケブカミジンコ科　MACROTHRICIDAE

ケブカミジンコ属　Genus Macrothrix

8 ケブカミジンコ Macrothrix rosea（JURINE,1820） 図
4－1～4 写真：9・10

体長は0.6～0.8mmで，全体に側面観は楕円形に近く，
頭部背面のくびれがほとんど見られない．今回観察する
ことができた和泉町七つ田産の個体を図に示す．水野・
高橋（1991）では，甲殻の表面について，「殻紋は明瞭な六
角形の網状紋」とあるが，当地産の殻紋は，不規則な5

～7角形の網状紋であまり明瞭なものではなかった．
第1触角（図4－1）は先がやや太い棒状で吻端につく．

先端部に数本の長さが異なる感覚毛の束があり，2本ほ
どが長くて先端には1～2本の微小な突起が見られる．水
野・高橋（1991）によれば，本種の第1触角に7～9個の
欠刻があるとしているが，当産地で観察した個体では，
どれもあまり明瞭な欠刻といえるほど段差は観察され
ず，むしろ微小な刺状突起が図に示すように先端を中心
に一面に見られた．
単眼はとても小さく，第1触角の付け根近くにある．

また，複眼は頭頂付近に見られる．頭部の背面に吸着器
があるが，あまり目立たない．第2触角の内肢第1節から
生える刺はとても長く大きく，目立つ特徴である．楕円
形の腹縁には，比較的よく目立つ太い剛毛の列がある．
これらの剛毛は，隣接した剛毛との間で，それぞれ生え
る角度が異なっており，一見してとてもまばらで不規則
な印象を受ける．
後腹部（図4－4）は先端に短い1対の尾爪を有し，全

体が肛門部付近で弱くくびれて2つ部分に分けられる．
尾爪に近い部分は肛刺が多数密生しているに対して，く
びれから尾にかけてはややまばらでより短い肛刺列が鋸
状に続いている．また，本種は尾の生えている部分が，
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明らかに背側に突出しており，この点が他の本邦産同属
2種との区別点になっている．
今回の調査では，和泉町の半場川右岸にある水田群に

限って見つけることができた．
Ｍacrothrix 属のミジンコ類自体がもともとあまり多い

ものではなく，本種も報告例は少ない．国内では大阪市
などから知られる．
（採集地）：G2  G3  H

マルミジンコ科　CHYDORIDAE

シカクミジンコ属　Genus Alona

9 モンシカクミジンコ Alona guttata SARS,1862

甲殻の側面観は方形に近い楕円形をしており，甲殻の
前縁部に剛毛列がある．
全国に広く分布しており，池沼などで普通に見つかる

種で，油ケ淵や矢作川河川敷で個体数は多い．今回の調
査では予想に反して少なく，大東町の水田からのみ見つ
かった．
（採集地）：B

マルミジンコ属　Genus Chydorus

10 マルミジンコ Chydorus sphaericus（O.F.ＭÜLLER,

1785）
小形の種で，0.3mm前後で，甲殻の側面観は円形ある

いは4角形に近い輪郭で，頭部は小さく吻端は尖ってい
る．甲殻の表面には，多角形の模様が観察できることが
ある．
全国に広く分布しており，池沼には普通に観察される

種で，油ケ淵や矢作川河川敷のワンドでは個体数も多い．
水田には少ないようで，今回の調査では赤松町からのみ
記録できた．
（採集地）：F

水田のミジンコとして3科7属10種を観察した．これら
のなかで，もっとも普遍的に見られたものはタマミジン
コ属のホソタマミジンコとタマミジンコで，ほとんどの
場所で優占種になっていた．このことは，この2種のタ
マミジンコ属の種が，現在の安城市における水田環境に
とても適していることを示している．出現種から考える
と湖沼の考え方をそのまま当てはめるには無理がある
が，田中正明（1991）に示された動物プランクトン群集
型の第ＸⅢ型富栄養型鰓脚類群集（Moina型）に相当す
るものと考えられる．

なお，タマミジンコ属は，池沼では，オナガミジンコ
属やゾウミジンコ科に属する種とともに出現するプラン
クトン性のミジンコ類である．しかし，今回調査した水
田のサンプルからは，オナガミジンコ属やゾウミジンコ
科の種は見つけることができなかった．
マルミジンコ科の種は，モンシカクミジンコとマルミ

ジンコの2種を記録したのみであった．どちらも，池沼
ではきわめて普通に見られる種であるにもかかわらず，
個体数も著しく少なかった．こうした傾向は，沿岸性で
池やワンド等の周辺の水草などの間に多いこの仲間にと
って，そうした環境がほとんどない水田は，彼らの生息
に適さないのかもしれない．
特に今回，便宜上ホソタマミジンコとして報告したも

のは，その形態的特徴をこれまでにわが国で報告されて
いる同属の種と比較した場合，一致しない点がいろいろ
見られた．水田に見られるタマミジンコ属については，
今後に分類的な位置づけが検討されるべきものと考え
る．
ミジンコ属のミジンコとタイリクミジンコが，きわめ

て浅く不安定な環境であるにもかかわらず観察された．
しかし，これらは個体数も少なく，優占種として見つか
った場所はなかった．
半場川右岸の開せき谷の水田からは，ケブカミジンコ

を観察することができた．この種はミジンコの仲間では，
報告例の少ない珍しい種である．また，それらの水田の
1つには，苔類のイチョウウキゴケが見られた．この苔
は環境の変化に比較的弱く，レッドデータブック愛知植
物編（2002）では準絶滅危惧（NT）に位置づけられて
いる．また，水田の周辺が洪積台地と沖積平野の間の斜
面や下部に位置し湧水があることなどから，ヒメタイコ
ウチなども生息しており，比較的安定した環境であると
考えられる．こうした環境がケブカミジンコの生息に関
係していると思われる．
トゲオカメミジンコとオカメミジンコも今回の調査で

は，半場川右岸の水田に限って観察された．こうした場
所は，洪積台地と沖積平野の境目にあり，湧水があって
冬季も水田が湿った状態にある．両種とも矢作川河川敷
のワンドでは多産するミジンコ類であり，ケブカミジン
コほどではないにしても，転作や乾燥などの影響を嫌い，
比較的安定した環境を好むように思われる．
現在の水田の環境は，用水路のパイプライン化に伴う

乾燥化や減反政策の一環としての転作，ほ場整備や農
薬・除草剤の使用など，ミジンコをはじめ水田の生物に
とって，厳しい状況が続いている．こうした背景は，水
田の微小な生物たちのファウナやフロラに少なからぬ影

考　察
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響を与えている可能性が高い．今後，データを蓄積する
ことで，水田の自然度を示す指標として，ミジンコ類を
使用することも可能ではないかと考える．

本稿を作成するにあたり，四日市大学環境情報学部教
授の田中正明先生には，調査結果の解釈をはじめミジン
コの図の作成にいたるまで，常に有益なご助言をいただ
きました．先生に心より感謝いたします．

愛知県環境部（2002）愛知県版レッドデータブック（植物

編）．愛知県．

水野寿彦・高橋永治（1991）日本淡水動物プランクトン検

索図説．東海大学出版会．

小鹿　亨（2002）油ヶ淵の動物プランクトン．安城市史研

究3：87-106．

小鹿　亨（2003a）矢作川河川敷の動物プランクトン．安城

市史研究4：101-132．

小鹿　亨（2003b）大東町大池のプランクトン．安城市史だ

より№17：2-4．

田中正明（1991）日本湖沼誌．名古屋大学出版会．

田中正明（2002）日本淡水産動植物プランクトン図鑑．名

古屋大学出版会．

田中　晋（1998）日本産Cladocera（甲殻類ミジンコ目）に

関するノート―5.ミジンコ科 Daphniidae―3．Simocephalus

属．富山大学教育学部紀要B第51号：45-52．

田中　晋（1999）日本産Cladocera（甲殻類ミジンコ目）に

関するノート―7.タマミジンコ科Moinidaee．富山大学教

育学部紀要B第53号：69-77．

田中　晋（1995）日本産Cladocera（甲殻類ミジンコ目）に

関するノート―1.富山大学教育学部紀要B第45号：75-80．

田中　晋（1997）日本産Cladocer（甲殻類ミジンコ目）に関

するノート―3.ミジンコ科Daphniidae―1.属の検索及び

Daphnia 属について．富山大学教育学部紀要B第48号：37-

42．

田中　晋（2001）日本に出現するマルミジンコ科（鰓脚類

ミジンコ目）の属と種の検索．富山の生物第40号：9-14．

謝　辞

引　用　文　献

参　考　文　献

〒446-0008 愛知県安城市今本町2-9-27 ラ・オ

プス今本301



106

小鹿　亨

図1 オカメミジンコ S imocephalus vetulus（O.F.MÜLLER,1776）（2003.6.1安城市赤松町産）
1・3：単為生殖雌　　2：有性生殖雌　　4：雌第 1 触角
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図2 オカメミジンコ S imocephalus vetulus（O.F.MÜLLER,1776）（2003.6.1安城市赤松町産）
トゲオカメミジンコ S imocephalus exspinosus（KOCH,1841）．（ 〃 ）

1：オカメミジンコ雄個体の頭部　　2：オカメミジンコ雄個体　　3：トゲオカメミジンコ単為生殖雌
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図3 ホソタマミジンコ M oina rectirostris（LEYDIG,1860）（2003.6.4 安城市今池町上倉産）
1：雄個体　　2：有性生殖雌　　3：単為生殖雌　　4：後腹部
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図4 ケブカミジンコ M acrothrix rosea（JURINE,1820）（2003.4.27 安城市和泉町七つ田産）
1：頭部　　2：単為生殖雌　　3：第 2 触角　　4：後腹部
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安城の水田のミジンコ　写真データ

写真
1 ホソタマミジンコ　有性生殖雌　　　　　（今池町上倉2003.6.4）
2 ホソタマミジンコ　雄　　　　　　　　　（今池町上倉2003.6.4）
3 ホソタマミジンコ　後腹部　　　　　　　（今池町上倉2003.6.4）
4 タマミジンコ　耐久卵　　　　　　　　　（和泉町七つ田　2003.6.22）
5 ホソタマミジンコ　有性生殖雌の掩卵殻　（今池町上倉2003.6.4）
6 ホソタマミジンコ　単為生殖雌　　　　　（今池町上倉2003.6.4）
7 タマミジンコ　単為生殖雌　　　　　　　（百石町大北　2003.6.1）
8 タイリクアオムキミジンコ　単為生殖雌　（和泉町七つ田　2003.6.22）
9 ケブカミジンコ　単為生殖雌　　　　　　（和泉町七つ田　2003.6.13）

10 同上　　　　　　　　　　　　　　　（和泉町七つ田　2003.6.13）
11 タマミジンコ　雄　　　　　　　　　　　（和泉町七つ田　2003.6.22）
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安城の水田のミジンコ　写真データ

写真
12 ミジンコ　単為生殖雌　　　　　　　　　（今池町上倉2003.6.4）
13 ミジンコの尾爪　　　　　　　　　　　　（今池町上倉2003.6.4）
14 オカメミジンコ　単為生殖雌　　　　　　（赤松町的場　2003.6.1）
15 オカメミジンコの耐久卵　　　　　　　　（赤松町的場　2003.6.1）
16 タイリクミジンコ　雄　　　　　　　　　（大東町　2003.5.31）
17 タイリクミジンコの耐久卵　　　　　　　（大東町　2003.5.31）
18 オカメミジンコ　有性生殖雌　　　　　　（赤松町的場　2003.6.1）
19 タイリクミジンコ　単為生殖雌　　　　　（大東町　2003.5.31 ）
20 オカメミジンコ　雄　　　　　　　　　　（赤松町的場　2003.6.1）
21 トゲオカメミジンコ　単為生殖雌　　　　（赤松町的場　2003.6.1）
22 トゲオカメミジンコの尾爪　　　　　　　（赤松町的場　2003.6.1）
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